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論 文 内 容 の 要 旨

慢性根尖性歯周炎を有する歯牙の保存的外科療法としては, 歯根尖切除術が行なわれており, その目的

は,･ 歯根尖病巣発症の直接の原因となっている感染根尖部の一部を切除, 除去 し, 当該歯牙の保存を図る

ことである｡ しか し, 従来行なわれてきた手術法では, 顎骨に対する歯牙保存の面から根尖を大きく切断

できないこと, また, 歯槽骨創腔に感染象牙質面が露出して, 二次感染を起こしやすいことなどの欠点が

あった｡ そこで, 今回の基礎的実験並びに, 臨床的経験においては, 根尖部の病巣を摘出した後, 歯牙根

尖部に, 後述の E ･D ･H . A dhesive の塗布を行なうことにより, 根管内, 根管側枝内, 或いは象牙細管内

の細菌, 細菌の生産する有毒物質, 腐敗壊死物質或いはそれらの分解産物の逸出を防ぎ, 歯根の短縮を行

なわない, いわゆる歯根尖塗布術を行なった｡ さらに本術式による手術の良好なる予後を促進させるため

に, 造骨細胞を刺戟 し, 骨の新生を促すものとして, いわゆる K iel B one の埋人を手術後に行なって,

次のような結果を得た｡

1 . E .D .H . A dhesive の応用について

新 しい合成樹脂接着剤, M ethyト2-cyanoacrylate は, そのす ぐれた接着性のため, 各方面において注

目されてきた｡ 一方半田らの研究により, この接着剤が可換性, 弾力性, 耐組織液性などにおいて, 弱点

を有するものであることがわかり, 彼 らによって, この接着斉胴こ, N itrile rubber と Polyisocyanate を

blend することにより, その欠点を解消することに成功 した｡ ここに生れたのが, E .D .H . A dhesive で

ある｡ これが水分, 脂肪のもとで, 組織接着性が良好であり, 組織への為害性 もなく, F ilm 形成 も容易

であるという利点に着目して, 歯根尖塗布術'への応用を試みた｡ 成犬の歯牙根尖部- の塗布を行なったも

のの, 病理組織像の観察の結果では, 処置後10日, 20日, 30日において, E .D .H . A dhesive の F ilm は

根尖部のセメント質, 或いは象牙質に緊密に附著 しており, 根管内よりの逸出物を遮断 している像がうか

がわれた｡ 処置後 3 カ月を経過 したものでも, Film がなお根面に附著 し, 周囲の炎症細胞の浸潤は消過

し, 線維性結合組織で被色されている像が認められたo 処置後 6 カ月を経過すると, E .D .H .A dhe,sive の
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F ilm は歯面より剥離され, 根尖部は, 線維性結合組織と新生象牙質で閉鎖され, 周囲に新生骨の形成像

が認められたo これらの成績より, 実験的に, E .D .H . A dhesive の応用による歯根尖塗布術の有効性を

認めたので, さらに本手術法を外来患者に応用 し, 術後の経過につき, 自覚症状の推移, 肉眼的所見, レ

ントゲン的所見などを調べた結果, 臨床的にも充分良好な結果を得ることがわかった｡

2 . K iel B one の応用について

K iel B one は, B auerm eister らによって考案されたものであり, 子牛, 子豚 などの骨 に操作を加え

て, 除蛋白, 脱脂を行なったものである｡ このことにより, 移植骨と被移植体との問に生じる｡ 抗原 ･抗

体反応を防止 しよううと意図している｡ この骨を, 歯根尖病巣除去後に用いることを試みた｡ 成犬を用い

た実験での病理組織学的所見によると, 術後10日目には, すでに移植 した｡ K ielB one を中心に, 造骨細

胞, 幼骨組織があらわれていた｡ 術後30日目には, 新生助骨の石灰化が始まり, 一方, 骨の新生もさらに

進行 していた｡ 術後60日目には, さらに新生助骨の石灰化が進み, 周囲の骨組織との境界は不明瞭となっ

ていた｡ 臨床的応用の結果, 術後経過は非常に良好であり, レントゲン的所見によって, 急速な治療像を

認めることができたo

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

じゆうらい, 慢性根尖性歯周炎を有する歯牙の保存的外科療法として, 歯根端切除術が行なわれてい

る｡ 本法は, 歯根尖病巣の摘出を行ない｡ 根尖の根管側枝を有する複雑根管部, あるいは根管充旗のふじ

ゆうぶんな部分を切除する方法であるが, 切除のみによっては細菌, 腐敗根管内の有害物質の完全な除去

は困難であり, しばしば, 根周囲感染の再発をみている｡ そこで岩坪は, 最近生体への秀れた接着性で注

目されている E .D ,H .A dhesive を応用 して, 歯根尖塗布術を行ない, さらに病巣摘出後の骨創解に K iel

B one の埋人を行ない, 治癒の促進をはかろうとした｡

まず基礎的実験として, 家兎の腰骨骨膜下に, E .D .H . A dhesive を移入 し, 為害作用のないことを確

認後, E .D .H . A dhesive 薄膜を抜去歯牙根部に塗布 し, 131Ⅰを トレーサーとする水分浸入試験, ならびに

成犬に慢性根尖性病巣を形成させて後, 歯根尖塗布術を行なった結果, 水分の透過浸入はなく, 人体に応

用 して支障のないことを確認 し, 次いで, 臨床的に, 慢性根尖性歯周炎の患者に同術式を行ない, 良好な

結果を得た｡ さらに骨創腔の処置として K iel B one の埋人を歯根尖塗布術 に併用 して急速な治癒像を

得, 良好な結果を得ることができた｡

本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定するO
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